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九
州
か
ら
中
部
地
方

に
か
け
て
広
範
囲
で
記

録
的
な
大
雨
と
な
っ
た

「
２
０
１
８
年
７
月
豪
雨
」。

建
設
山
口
を
含
め
、
全
建

総
連
の
仲
間
も
多
く
の
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
建
設

山
口
は
、
全
建
総
連
の
要

請
に
基
づ
き
、
災
害
見
舞

支
援
金
を
送
金
。
ま
た
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
応
急
仮
設
木
造
住
宅
の

建
設
へ
の
従
事
な
ど
、
組

合
と
し
て
、
積
極
的
に
支

援
・
協
力
し
ま
し
た
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

７
月
28
日
、
建
労
岡
山

実
施
の
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
は
建
設
山
口
か

ら
５
人
が
参
加
。
場
所
は

被災者のため急ピッチで作業が進められた

委員長・書記長が現場を激励

建設山口第34回技能競技大会
　

８
月
５
日
、
建
設
山

口
本
部
会
館
を
会
場
に
、

建
設
山
口
第
34
回
技
能

競
技
大
会
を
６
支
部
８

人
（
一
般
の
部
参
加
者

含
む
）
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に

青
木
副
委
員

長
、
荒
木
技

対
部
長
、
田

中
青
年
部
長
の
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
荒
木
競

技
委
員
か
ら
課
題
の
「
四

方
転
び
踏
み
台
」
の
説

明
を
受
け
た
あ
と
、
参

加
者
は
現
寸
図
作
成
か

全力で復興支援
2018年7月豪雨災害

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設

■
増
改
築
相
談
員
新
規

　
及
び
更
新
研
修
会

○
新
規
研
修
会

【
開
催
日
】

　
11
月
５
日
㈪
〜
11
月

6
日
㈫

○
更
新
研
修
会

【
開
催
日
】

　
11
月
6
日
㈫

【
場
所
】
建
設
山
口
会
館

【
受
講
料
】
新
規
・
２
万

５
千
円
・
更
新
・
１
万

６
５
０
０
円
（
詳
細
は

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

倉
敷
市
真
備
地
区
で
、
小

田
川
が
決
壊
し
、
約
４
千

世
帯
が
最
大
で
５
メ
ー
ト

ル
の
浸
水
被
害
を
受
け
、

岡
山
の
組
合
員
１
６
４
世

帯
が
浸
水
被
害
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
の
参
加

者
は
地
元
岡
山
県
、
そ
し

て
他
県
か
ら
も
駆
け
付
け

た
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
、

土
砂
を
取
り
除
く
作
業
な

ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
は
、
愛
媛
県
・
広
島
県
・

岡
山
県
で
応
急
仮
設
木
造

住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
応
急
仮
設
木
造
住

宅
は
、
全
建
総
連
と
Ｊ
Ｂ

Ｎ
で
構
成
す
る
全
国
木
造

建
設
事
業
協
会
（
全
木
協
）

が
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

全
木
協
と
し
て
、
木
造

の
応
急
仮
設
の
建
設
は
、

東
日
本
大
震
災（
福
島
県
）、

熊
本
地
震
（
熊
本
県
）
に

続
き
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
県
の

公
募
採
択
後
、
熊
本
地
震

で
は
発
災
後
の
協
定
締
結

に
基
づ
く
建
設
で
あ
り
、

事
前
協
定
に
基
づ
く
建
設

は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

　

災
害
救
助
法
で
は
災
害

発
生
の
日
か
ら
20
日
以
内

に
応
急
仮
設
住
宅
を
着
工

し
、
速
や
か
に
設
置
と
し

て
い
る
た
め
、
短
期
間
で

大
工
労
働
供
給
体
制
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
と
し
て
、
愛

媛
県
の
仮
設
現
場
（
西
予

市
と
大
洲
市
）
に
11
人
、

広
島
県
の
仮
設
現
場
（
三

原
市
）
に
14
人
、
岡
山
県

の
仮
設
現
場
（
倉
敷
市
真

備
町
）
に
22
人
が
従
事
。

広
島
県
と
岡
山
県
の
仮
設

現
場
に
は
、
吉
村
委
員
長

と
小
林
書
記
長
が
訪
れ
、

仲
間
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

頻
発
す
る
大
規
模
災
害

は
今
後
い
つ
ど
こ
で
発
生

し
て
も
不
思
議
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
組

合
で
は
、
組
織
内
の
助
け

合
い
を
原
点
に
、
災
害
時

に
お
け
る
支
援
体
制
の
強

化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

愛
媛
・
広
島
・
岡
山

３
県
に
延
べ
47
人
が
従
事

ら
加
工
組
立
ま
で
の
６

時
間
の
競
技
に
入
り
ま

し
た
。

　

こ
の
競
技
大
会
は
、
全

建
総
連
の
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
の
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、
満
36
歳

以
下
の
上
位
入
賞
者
が

全
国
大
会
に
進
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
、
過
去

の
全
国
大
会
に
お
い
て
、

輝
か
し
い
実
績
を
残
し

て
い
る
と
同
時
に
、
第

１
回
の
開
催
か
ら
連
続

出
場
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
に
は
昨

年
に
引
き
続
き
、
過
去

に
全
建
総
連
の
全
国
大

会
で
銀
賞
を
獲
得
し
た

阿
東
支
部
の
山
根
学
さ

ん
、
全
国
大
会
出
場
経

験
の
あ
る
美
祢
支
部
の

猶
真
一
郎
さ
ん
も
一
般

の
部
の
選
手
と
し
て
参

加
し
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
結
果
は
、
金

賞
に
河
内
信
宏
さ
ん

（
光
）、
銀
賞
に
𦿷
涼
輔
さ

ん
（
豊
浦
）、
銅
賞
に
竹

形
秀
志
さ
ん

（
防
府
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

９
月
15
日

～
17
日
に
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
で

開
催
さ
れ
る
第
34
回
全

建
総
連
全
国
青
年
技
能

競
技
大
会
に
は
、
上
位

３
人
が
挑
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
向
け

　“
わ
ざ
”を
競
う

秋
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

ー
組
織
人
員
の
２
倍
を
目
標
ー

　

組
合
員
や
家
族
の
皆

さ
ん
に
毎
年
お
願
い
し

て
い
ま
す
「
国
庫
補
助

金
獲
得
の
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
」
は
、
中
建
国
保

の
安
定
運
営
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
全
建
総
連
傘
下

の
組
合
が
一
斉
に
取
り

組
む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行

動
は
夏
と
秋
の
２
回
、
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
夏
も
組
織
人
員
の
２

倍
を
目
標
に
取
り
組
み
、

全
体
で
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
秋
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
を
お
願
い
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省
４

人
、
財
務
省
４
人
の
計
８

人
へ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

と
な
り
ま
す
。
夏
の
要
請

行
動
に
引
き
続
き
、
こ
の

秋
の
要
請
行
動
へ
の
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

法人設立の前に
組合へご連絡を

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

金賞の河内さん。昨年に引き続き全国大会へ
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各
支
部
の
桃
太
郎
旗
が

は
た
め
く
な
か
の
開
会
。

青
年
の
部
で
一
番
く
じ
の

下
松
支
部
の
西
林
青
年
部

長
が
力
強
く
選
手
宣
誓
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
、
青
年
の
部
６
チ
ー
ム
、

壮
年
の
部
４
チ
ー
ム
の
合

計
10
チ
ー
ム
が
参
加
。
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

青
年
の
部
は
、Ａ
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
美
祢
支
部
、
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
山
口
支
部
が

記
録
的
な
猛
暑
の
な
か

   

ス
ポ
ー
ツ
で
各
支
部
交
流

山口支部優勝
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

決勝戦は終盤まで同点の締まった試合展開（青年の部）

開会式では各支部の旗が並ぶ練習の成果を発揮

　吉村執行委員長が献水

訓練校の授業風景

喜びいっぱいの山口支部

トリムバレーボール大会
主婦の会の部

第52回 ソフトボール大会
壮年の部・青年の部

ダブル優勝 山口支部
　

8
月
12
日
。
記
録
的
猛
暑
の
な
か
、
山
口
市
の
「
や

ま
ぐ
ち
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
」
で
第
52
回
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
と
第
40
回
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
壮
年
の
部
、
青
年
の
部
と
も
に
山
口

支
部
が
優
勝
。
ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
山
口
支
部
が

栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。
９
支
部
約
２
６
０
人
の
方
が
参

加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
仲
間
の
親
睦
を
は
か
り
ま

し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
勝
ち
あ
が
り
、

決
勝
戦
は
山
口
支
部
が
４

対
３
で
美
祢
支
部
に
競
り

勝
ち
優
勝
。

　
壮
年
の
部
は
、
お
互
い
に

接
戦
を
制
し
勝
ち
あ
が
っ

て
き
た
防
府
支
部
と
山
口

支
部
の
決
勝
戦
と
な
り
、
山

口
支
部
が
勝
利
し
青
年
の

部
・
壮
年
の
部
の
ダ
ブ
ル
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

青
年
部
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
・
ト
リ
ム
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
昨
年

に
引
き
続
き
出
店
。

　

各
支
部
の
青
年
部
長
が

出
店
内
容
・
料
金
設
定
等

を
会
議
で
検
討
し
、
準
備・

運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。

今
年
の
販
売
は
各
種
の
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
フ
ロ
ー

ト
、
ガ
リ
ガ
リ
く
ん
入
り

ソ
ー
ダ
を
用
意
。

　

会
場
の
制
約
も
あ
り
、

前
売
り
チ
ケ
ッ
ト
で
の
販

売
と
な
り
ま
し
た
が
、
全

体
で
約
３
２
０
個
を
販
売

し
ま
し
た
。
大
会
参
加
者

の
暑
さ
対
策
に
一
役
買
い

ま
し
た
。

　

ト
リ
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
の
合
同
の
開
会
式
を

終
え
た
後
、
体
育
館
に
移

動
し
て
試
合
を
行
い
ま
し

た
。
主
婦
の
会
の
部
４
支

部
５
チ
ー
ム
、
混
合
の
部

は
４
支
部
４
チ
ー
ム
が
出

場
。
主
婦
の
会
の
部
、
混

合
の
部
と
も
に
総
当
り
の

リ
ー
グ
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
主
婦
の
会
の

部
は
、
全
勝
の
山
口
支
部

が
優
勝
、
準
優
勝
は
宇
部

支
部
で
し
た
。
混
合
の
部

の
優
勝
は
全
勝
の
長
門
支

部
、
準
優
勝
は
吉
南
支
部

で
し
た
。

● 建設業関連の検定実施職種
  建築大工・かわらぶき・型枠施工

鉄筋施工・防水施工・配管など

● 受検案内（受検申請書）は、お入りの
支部、市町役場労働担当課、職業
安定所等にあります。

● 建築大工、型枠施工については、組
合で事前講習を予定しています。

働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明
されます。

 ● 詳細については、お入りの支部または建設
　山口本部か実施団体である山口県職業能力

開発協会にお問い合わせください。
 ● 受検資格等は、下記のホームページでも確認

できます。
　URL http://y-syokunou.com/
　　　 （山口県職業能力開発協会の HP）

●受検申込期間
　10月１日㈪
　　〜10月12日㈮まで

お知らせ
国家試験 平成30年度（後期）

技能検定試験

35歳未満の実技試験（2級・3級）の受検手数料が減免されます

建設業関連の実技試験

17,900円 ⇒ 8,900円
例

※学科試験受検の場合は、別途学科試験受検料が必要

慰
霊
祭
に
参
加

  

平
和
へ
の
願
い
込
め

　

原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・
職

人
の
御
霊
へ
の
慰
霊
祭
が

８
月
５
日
に
広
島
、
８
月

８
日
に
長
崎
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、
広

島
の
慰
霊
祭
に
吉
村
執
行

委
員
長
と
主
婦
の
会
か
ら

湯
川
由
美
子
さ
ん
（
宇
部
）

が
参
加
。
長
崎
の
慰
霊
祭

に
は
、
小
林
書
記
長
と
主

婦
の
会
か
ら
山
下
幾
子
さ

ん
（
小
野
田
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

広
島
の
平
和
記
念
公
園

内
「
原
爆
犠
牲
建
設
労
働

者
・
職
人
の
碑
」
前
で
開

催
さ
れ
た
慰
霊
祭
に
は
、

全
国
の
33
県
連
・
組
合
か

ら
１
７
４
人
が
参
列
。
原

爆
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰
め

る
た
め
、
各
組
合
の
代
表

の
手
に
よ
っ
て
名
水
を
献

水
し
、
折
鶴
が
献
納
さ
れ

ま
し
た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、
主

婦
の
会
で
集
約
し
た
折
鶴

を
献
納
し
、
名
水
百
選
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
別
府
弁
天

池
湧
水
」を
献
水
し
ま
し
た
。

平成31年度

職業訓練生募集
（木造建築科・2年間コース）

　

山
口
建
設
高
等
職
業
訓

練
校
で
は
「
木
造
建
築
科
」

の
平
成
31
年
度
の
訓
練
生

を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
細

は
所
属
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
対
象
／
建
設
（
大

工
）
を
職
業
と
し
て
い
る

方
で
技
能
習
得
に
意
欲
の

あ
る
方
。
男
女
は
問
い
ま

せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
雇

用
保
険
被
保
険
者
ま
た
は

本
人
が
「
一
人
親
方
等
の

特
別
加
入
」
の
労
災
保
険

加
入
者
。
そ
の
他
の
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
訓
練
期
間
／
２
年
間

■
訓
練
日
程
／
月
４
～
５

回
（
週
一
回
）

■
特
典
／
２
年
間
の
訓
練

を
終
了
し
、
技
能
照
査
に

合
格
し
た
者
は
２
級
技
能

検
定
（
建
築
大
工
）
の
学

科
試
験
免
除
。
授
業
料
、

教
科
書
、
教
材
無
料
。
組

合
員
の
方
は
交
通
費
の
一

部
、
昼
食
支
給
。

■
締
切
／
３
月
中
旬

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

※
訓
練
生
募
集
ポ
ス
タ
ー

原
案
を
募
集
し
ま
す
。
所

属
支
部
を
通
し
て
、
10
月

22
日
ま
で
に
原
案
図
等
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。
採
用

さ
れ
た
方
に
は
記
念
品
を

差
し
上
げ
ま
す
。

本
部
執
行
委
員

  

森
中 

美
雄
さ
ん
死
去

　
建
設
山
口
本
部
の
執
行

委
員
の
森
中
美
雄
さ
ん

（
岩
国
）
が
８
月
10
日
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
６
月
か
ら

平
成
28
年
12
月
、
平
成

29
年
６
月
か
ら
平
成
30

年
８
月
ま
で
執
行
委
員
。

ま
た
、
平
成
23
年
６
月

か
ら
平
成
28
年
12
月
、

平
成
29
年
12
月
か
ら
平

成
30
年
８
月
ま
で
は
労

働
対
策
副
部
長
と
し
て

組
合
の
運
動
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

享
年
60
歳
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。
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登
山
靴

21

久光　義秋（光・大工 68）

アケボノツツジ咲く 大崩山
（宮崎県延岡市）

支部 平成30年８月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿東 70 1
岩国 1,770 19
宇部 1,665 − 1
小野田 575 0
吉南 1,011 13
下松 1,176 24
熊毛南 253 − 2
下関 1,205 − 2
徳山 760 8
豊浦 179 2
長門 185 3
萩 201 2
光 236 − 3
防府 945 19
美祢 166 − 1
山口 1,106 12
柳井 447 4

計 11,950人 98

組
合
員
１
人
が
１
人
を

　

延
岡
市
街
か
ら
祝
子

川
に
沿
っ
て
北
西
に
車

で
走
る
こ
と
45
分
、
上

祝
子
登
山
口
に
着
く
。

青
年
部
だ
よ
り

昨
晩
は
由
布
岳
登
山
口

で
仮
眠
し
て
か
ら
の
運

転
、
疲
れ
気
味
。
こ
の

頃
は
高
速
道
路
が
開
通

し
て
い
な
か
っ
た
の
で

10
号
線
を
利
用
。
登
山

口
か
ら
50
分
歩
く
と
三

里
河
原
分
岐
、
左
に
取

り
丸
太
橋
を
渡
り
小
積

ダ
キ
の
岩
峰
を
見
上
げ

な
が
ら
し
ば
ら
く
進
む

と
、
小
積
谷
の
コ
ー
ス

に
入
る
。

　

乳
房
岩
を
抜
け
る
と

和
久
塚
コ
ー
ス
。
花
崗

岩
の
岩
が
積
み
重
な
る

景
色
は
圧
巻
で
あ
る
。

　

私
た
ち
組
合
の
切
実

な
諸
要
求
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
各
種
の
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
組
織
人
数
が
大
き

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

そ
の
声
は
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
数

の
力
」
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
の
組
合
員

数
は
８
月
末
現
在

１
万
１
９
５
０
人
と
な

り
ま
し
た
。
年
度
初
め

ヒヤリ・ハット事例
■ 吹付け作業を一時停止した際、体勢を崩し転倒しそうになった

　建設業

業　　種

　停止後も、吹付け機が完全に停止し、ホース内の空気圧が低下するま
で塗装ノズル（塗装ガン）をしっかり握り、吹付け作業時の体勢を保持
すること。

対　　策

　吹付け作業

作業の種類

　建屋の屋上にて、吹付け作業を行っていた。吹付け作業を停止した
際、残圧により吹付けホースが跳ねた反動で体勢を崩し、転倒しそう
になった。

ヒヤリ・ハットの状況

　吹付け作業を停止しても、塗装ノズルや吹付けホース内に空気圧が
残っていることに十分な注意を払わなかったこと。

原　　因

寄
り
道
し
て

岩
場
に
取
り

付
く
。
ホ
ー

ル
ド
は
少
な

い
が
傾
斜
の

緩
い
岩
を
選

ん
で
岩
尾
根

を
楽
し
み
、

上
和
久
塚

コ
ー
ス
へ
戻

り
山
頂
を
目

指
す
。
歩
き

始
め
て
６
時

間
で
山
頂
へ
到
着
。
標

高
差
１
０
０
０
ｍ
の
長

い
岩
場
の
登
路
は
ア
ケ

ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
が
疲
れ
を

癒
す
。
山
頂
の
展
望
は

あ
ま
り
良
く
な
い
が
、

昼
食
を
摂
る
。
山
登
り

の
楽
し
み
の
一
つ
は
、

花
や
景
色
を
愛
で
な
が

ら
食
べ
る
食
事
の
お
い

し
さ
で
す
ね
。

　

山
頂
に
別
れ
を
告
げ

下
山
路
は
展
望
の
良
い

坊
主
尾
根
コ
ー
ス
を
歩

く
。
途
中
、
小
積
ダ
キ

の
頭
に
寄
り
、
上
か
ら

の
４
月
か
ら
み
る
と
加
入

者
５
１
１
人
、
脱
退
者
が

４
６
５
人
で
46
人
の
増
加

と
な
り
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
仲
間
を
増
や
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
常
日

頃
か
ら
の
未
加
入
者
の
方

へ
の
声
か
け
等
の
御
協
力

の
お
か
げ
で
す
。
し
か
し
、

現
在
の
少
子
高
齢
化
な
ど

の
諸
情
勢
か
ら
考
え
ま
す

と
、
こ
の
状
況
が
長
続
き

す
る
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
減
少
に
転
じ
る
可
能

性
も
大
き
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
楽
観
視
は
禁
物
で
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
９
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。
組
合
に
未

加
入
の
方
が
お
ら
れ
ま
し

た
ら
、
組
合
へ
の
加
入
を

勧
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

組
合
の
魅
力
を
一
人
で
も

多
く
の
方
へ
伝
え
て
仲
間

に
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

　

１
人
１
人
が
組
合
員
で

あ
る
と
い
う
誇
り
と
自
覚

を
持
ち
、「
組
合
員
、
１
人

が
１
人
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

年
間
目
標
で
あ
る

１
２
０
０
０
人
を
目
指
し
、

大
き
な
組
織
に
し
て
い
く

た
め
共
に
が
ん
ば
り
ま

し
ょ
う
。

　

青
年
部
は
7
月
28
～
29

日
、
夏
季
研
修
会
を
下
関

市
新
施
設
「
渚
の
交
番
」

「
川
棚
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

を
会
場
に
14
支
部
28
人
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
下
関

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク
ラ

９
月
〜
11
月
拡
大
月
間

組織部長 山田好男

見
た
絶
壁
は
幻
想
的
な

誘
惑
美
を
感
じ
た
。
こ

の
コ
ー
ス
に
は
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
に
木
製
の
ハ
シ

ゴ
が
架
け
ら
れ
て
あ
る

が
、
木
が
腐
食
し
危
険

な
状
態
な
の
で
立
ち
木

を
支
点
に
利
用
し
て
、

ロ
ー
プ
で
下
降
し
た
。

す
べ
て
の
ハ
シ
ゴ
箇
所

は
30
ｍ
の
ロ
ー
プ
一
本

で
安
全
に
通
過
し
林
道

分
岐
に
下
山
。
あ
と
１

時
間
も
歩
け
ば
登
山
口
。

岩
山
の
醍
醐
味
と
印
象

に
残
る
景
色
を
堪
能
し

た
山
行
で
あ
っ
た
。

　

健
脚
者
向
け
の
峰
で

す
が
、
九
州
の
２
０
０

名
山
に
選
ば
れ
た
お
勧

め
の
岳
で
す
。

和久塚　岩峰群

ライフセービング体験
下関市新施設「渚の交番」

ブ
の
方
々
を
講
師
に
迎
え
、

渚
の
交
番
に
て
Ｃ
Ｐ
Ｒ
及

び
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
角
島
の

ビ
ー
チ
に
移
動
し
実
際
の

器
具
・
装
備
を
使
用
し
た

海
難
救
助
訓
練
を
行
い
、

緊
急
時
に
備
え
た
ラ
イ
フ

セ
ー
バ
ー
の
様
子
な
ど
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
川
棚

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移
し

て
各
支
部
の

交
流
を
兼
ね

た
夕
食
懇
談

会
を
行
い
ま

し
た
。

　

２
日
目
は

下
関
市
長
の

前
田
晋
太
郎

氏
か
ら
「
希

望
の
街 

下
関

の
実
現
へ
」

と
題
し
た
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
の
職
人
を
使
っ
た
街

づ
く
り
の
実
態
等
を
説
明

さ
れ
、「
新
し
い
物
が
欲

し
く
な
る
の
が
人
だ
が
、

歴
史
の
あ
る
、
今
持
っ
て

い
る
も
の
で
世
界
の
ス

テ
ー
ジ
に
立
つ
の
が
大

事
」
と
締
め
く
く
り
、
建

設
事
業
と
自
治
体
と
の

関
係
性
等
、
貴
重
な
お

話
を
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 指導員の説明を聴く参加者

備前焼　灰かぶり
「布袋さん」

秋
は
健
診
の
季
節

　

吉
南　

河
口　

陽
子

（
主　

婦
）

　

秋
は
健
診
の
季
節
で
す
。

そ
ろ
そ
ろ
ダ
イ
エ
ッ
ト
開

始
し
な
く
て
は
…
。

夏
バ
テ
防
止

手
作
り
ジ
ュ
ー
ス

萩　

波
多
野　

光
代

（
主　

婦
）

　

夏
バ
テ
防
止
の
た
め
、

手
作
り
の
梅
ジ
ュ
ー
ス
や

紫
蘇
ジ
ュ
ー
ス
を
家
族
で

毎
日
飲
ん
で
い
ま
す
。

娘
が
大
好
き

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド

　

下
松　

吉
田
亜
衣
子

（
主　

婦
）

　

ハ
ー
モ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が

１
２
０
０
円
。
こ
れ
は
安

い
で
す
ね
。
娘
が
大
好
き

な
の
で
ぜ
ひ
、
利
用
し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

金
魚
が
孵
化

一
日
の
疲
れ
も
飛
び
ま
す

　

熊
毛
南　

鶴
田　
　

實

（
大　

工
）

　

数
年
前
か
ら
飼
っ
て
い

る
金
魚
が
５
月
に
産
卵
し
、

今
１
～
２
セ
ン
チ
位
に
成

長
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
か
ら
帰
り
、
エ
サ

を
あ
げ
て
い
る
と
一
日
の

疲
れ
も
飛
び
ま
す
。

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

愛
宝
藤
田 

裕
政

長
門
支
部

　

約
45
年
前
の
お
祭
り
の

夜
、
仕
事
で
付
き
合
い
の

あ
っ
た
美
術
表
具
処
の
オ

ヤ
ジ
が
言
っ
て
い
た
の
を

思
い
出
し
「
ひ
ょ
っ
と
す

る
と
本
当
に
７
０
０
万
円

す
る
か
も
？
」、「
も
し
か

し
て
、
も
っ
と
す
る
か

も
？
」
と
思
い
、
美
祢
市

で
行
わ
れ
る
と
い
う
「
鑑

定
団
」
に
申
し
込
ん
だ
と

こ
ろ
運
よ
く
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

美
祢
市
民
会
館
で
の
収

録
は
４
月
に
あ
り
、
テ
レ

Ｑ
で
の
放
送
は
７
月
に
あ

り
ま
し
た
。
放
送
が
あ
る

ま
で
鑑
定
結
果
を
周
囲
に

言
っ
て
は
い
け
な
い
な
ど

誓
約
書
ま
で
書
か
さ
れ
た

り
し
ま
し
た
け
ど
お
昼
の

弁
当
と
出
演
料
１
万
円
が

口
止
め
料
な
ん
で
す
か
ね
。

　

た
だ
、鑑
定
さ
れ
た「
森 

由
美
さ
ん
」
の
サ
イ
ン
も

ら
っ
と
け
ば
と
か
、
司
会

者
の
「
松
尾
伴
内
さ
ん
」

の
真
っ
赤
な
蝶
ネ
ク
タ
イ

を
も
っ
と
お
ね
だ
り
し
と

け
ば
と
か
、
ス
テ
ー
ジ
上

で
も
っ
と
気
の
き
い
た
コ

メ
ン
ト
が
出
来
て
い
れ
ば

と
か
、
も
は
や
後
の
ま
つ

り
な
ん
で
す
ね
。

　

な
に
は
と
も
あ
れ
、
私

を
テ
レ
ビ
に
出
し
て
く
れ

た
「
布
袋
さ
ん
」
を
今
ま

で
以
上
に
大
切
に
し
な
け

れ
ば
と
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
を

作
っ
て
事
務
所
の
中
央
に

置
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

も
し
か
し
て
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
代
の
ほ
う
が
高
額

か
も
。

　

再
放
送
は
９
月
８
日

（
土
）
12
時
か
ら
Ｋ
Ｒ
Ｙ

山
口
放
送
で
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
、
目
に
さ
れ

ま
し
た
か
。

　
本
人
評
価
額
は
７
０
０
万

円
、「
果
し
て
、
鑑
定
や
い

か
に
」
ジ
ャ
カ
ジ
ャ
ン



や　　　ま　　　ぐ　　　ち（4）　平成30年10月１日 第２８７号

リレーエッセイ 143

美祢　杉山　　浩
（大工・46）

子
供
と

 

と
も
に
成
長

杉山さん

　今年、息子が４歳になり
ました。保育園にも通い友
達と楽しく過ごしているよう
です。
　最近では、はたらく車のＤＶＤや
シンカリオンに興味を持っていま
す。私も知らない重機の名前を言っ
たり、テレビを見ながら、いろいろ
な種類の新幹線の名前を言ったり、
驚くことがあります。これからも、
いろいろなことに興味を広げていっ
てもらいたいと思っています。
　私は、今年から父から工務店を引

き継ぎ、仕事をしていま
す。今までは父に頼ることが

多くありました。工務店の仕事
をしていて、お客様からいろいろ

な要望を受けます。こらからは自分
で判断し、決断していかなければな
りません。
　家を建てるには、それぞれの業種
の協力が必要です。これからは、幅
広い分野の勉強をし、知識を深め、
経験を増やし、お客様にいい提案が
できるようになりたいです。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
夏
と
冬
の
間
の
季
節
。

英
語
で
オ
ー
タ
ム
。

③
信
号
機
を
英
語
で
言
う

と
？

⑥
中
国
の
正
式
名
称
は
、

中
華
○
○
○
○
共
和
国
。

⑧
「
太
公
望
」
は
何
を
す

る
人
？

⑨
ほ
ど
よ
く
整
っ
て
い
て

清
潔
で
あ
る
さ
ま
。

⑪
鰯
の
読
み
方
は
？

⑬
陽
気
で
は
な
く
、
暗
い

感
じ
の
人
。

⑰
女
王
卑
弥
呼
が
お
さ
め

た
国
は
？

⑳
国
民
体
育
大
会
の
略
語
。

㉑
適
切
な
診
療
能
力
や
治

療
能
力
を
持
た
な
い
医

師
。
○
○
医
者
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
食
べ
物
が
舌
に
あ
た
え

る
感
じ
。
風
味
。

②
○
○
、
銀
、
銅
。
○
メ

ダ
ル
。

③
真
実
と
、
い
つ
わ
り
。

「
○
○
○
の
ほ
ど
は
わ

か
ら
な
い
」。

④
印
判
を
押
す
こ
と
。「
押

な
つ
」
と
も
い
う
。

⑤
紫
か
か
っ
た
青
の
こ
と
。

○
○
色
。

⑦
祭
り
の
と
き
に
か
つ
ぐ

も
の
。

⑩
○
○
に　

は
じ
ま
り
、

○
○
で
お
わ
る
。

⑫
ド
ラ
マ
で
主
役
を
助
け

る
役
。

⑭
全
身
の
一
部
、
○
○
○

○
麻
酔
。

⑯
演
劇
や
音
楽
な
ど
を
行

う
た
め
に
設
け
ら
れ
た

場
所
。

⑱
今
回
で
は
な
く
別
の
こ

と
。「
○
○
の
機
会
に
」。

⑲
小
さ
く
て
簡
単
に
造
っ

た
家
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
10
月
19
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
で
き
る

だ
け
紙
面
に
反
映
さ
せ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
286
号
解
答
◇

　

ナ
ツ
マ
ツ
リ

〈
当
選
者
〉【
阿
東
】
佐
々

木
稔
【
岩
国
】
十
河
宏
行

【
小
野
田
】
笹
部
邦
雄
【
吉

南
】
繁
永
里
香
・
杉
山
剣

太
郎
・
河
嶋
美
月
・
上
田

や
よ
い
【
下
松
】
時
高
重

美
【
長
門
】
小
島
巧
【
光
】

平
田
邦
子（

応
募
総
数
41
）

作・斉藤達夫

健全なる精神は

「
健
全
な
る

精
神
は

健
全
な
る

肉
体
に

宿
ら
な
い
」

た
び
た
び
の
暴
力
沙
汰
や

パ
ワ
ハ
ラ
問
題

不
祥
事
e
t
c

と
て
も

健
全
と
は
い
え
ん
ぞ

ス
ポ
ー
ツ
界

・
・

・
・
・
・

食
欲
の
秋

芸
術
の
秋

い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど

や
っ
ぱ
り

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

で
し
ょ

東
京
五
輪
へ
の
期
待
も

一段
と
高
ま
っ
て
…

盛
り
上
が
る

の
も

け
っ
こ
う
じ
ゃ
が

「koko r o e .」
住　　所：山口市阿知須 6083-1
電　　話：080-1929-7602
営業時間：10：00〜 17：00
定 休 日：日曜、月曜、盆、年末年始

○近くに大きな駐車場を完備

魅
惑
な
空
間
が
お
も
て
な
し

　【
吉
南
・
原
田

広
人
　
鉄
筋
・

40
】
キ
ャ
ン
ド

ル
と
植
物
の
お

店
『kokoroe.

』

山
口
市
阿
知
須

に
昨
年
５
月
５

日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
店

名
の
『kokoroe.

（
こ
こ
ろ
へ
）』
は

受
け
と
り
手
の

心
へ
届
け
と
の

意
味
で
、
店
主
の
古
川
愛

（
め
ぐ
み
）
さ
ん
は
『
お
花

を
、
綺
麗
な
ま
ま
形
に
残

す
事
が
出
来
た
ら
』
そ
ん

な
想
い
か
ら
キ
ャ
ン
ド
ル

作
成
を
始
め
た
と
話
す
。

店
舗
は
納
屋
を
組
合
員
で

あ
る
父
（
左
官
工
）
が
改

装
し
、
テ
ー
ブ
ル
等
も
全

て
手
作
り
と
の
事
で
し
た
。

　

店
舗
に
入
る
と
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
の
香
り
と

キ
ャ
ン
ド
ル
の
香
り
が
心

ドライフラワーとキャンドルの香りが心を癒してくれます

A

C

D

B

E

1

6

11

20

2

12

17

7

9

18

3

16

10

13

4

8

19

21

5

14

キャンドルと植物

を
癒
し
て
く
れ
、
照
明
と

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
が
魅
惑

的
な
空
間
が
も
て
な
し
て

く
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
を
使
用
し
た
季
節
を

問
わ
ず
飾
れ
る
リ
ー
ス
も

人
気
で
、
吉
南
支
部
主
婦

の
会
で
も
古
川
さ
ん
親
子

を
講
師
に
招
き
作
成
し
ま

し
た
。

　

10
月
末
ま
で
建
設
山
口

の
カ
ー
ド
を
見
せ
る
と
店

主
か
ら
『
こ
こ
ろ
へ
』
が

あ
り
ま
す
。
奥
様
へ
心
休

ま
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それぞ
れに「愛○」の○には色々なことが考えられ
ると思います。組合員の皆さん、「愛○」の○
を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写真
を建設山口教宣部まで送付してください。投
稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿も
募集します。ご自分のお気に入りの場所で、
皆さんにもおすすめの場所についてお書きく
ださい。
　こちらの記事にも写真を添えて、建設山口
教宣部までお送りください。よろしくお願い
します。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中


